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―米中の競争激化と我が国の地位低下に鑑みて―
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Ⅰ．はじめに

2020年２月20日付け日本経済新聞記事「革新攻防㊥」並びに同年９月28日付け同新聞記事「科
技立国・落日の四半世紀①」によれば、科学技術が世界の経済や安全保障を左右する昨今、日本
の研究力の低下が止まらない。
我が国は1980年代から1990年代初めにかけて、世界の研究者が注目する「上位10%論文数（被

引用数Top10%補正論文数）」が米英に次ぐ世界第３位がその定位置であったが、2000年代半ば
からその順位を大きく下げ、最近は中国の後塵を拝して９位に甘んじている。


